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 ア ブ ラ ナ 属 植 物 の 形 態 発 生 の 調 査 と ア ブ ラ ナ 科 作 物 の 多 様 化 を 行 う
た め 、細 胞 質 雄 性 不 稔 ( C yt o p l a s m i c  m a l e  s t e r i l i t y ;  C M S）の ハ カ ラ シ ナ と
稔 性 を 持 つ ム ラ サ キ キ ャ ベ ツ（‘ ル ビ ー ボ ー ル ’）の 種 間 接 木 キ メ ラ が 作
製 さ れ 、 以 下 の 結 果 を 得 た 。  
1． CMS ハ カ ラ シ ナ 系 統 と 稔 性 を 持 つ ‘ ル ビ ー ボ ー ル ’ と で  in vitro
接 ぎ 木 を 行 い 、2 タ イ プ の 異 な っ た キ メ ラ 個 体 を 作 製 し た 。接 木 か ら 得
ら れ た 個 体 の キ メ ラ 性 は 葉 の 形 態 観 察 お よ び 接 木 し た 植 物 間 の DNA 多
型 を 共 有 す る こ と を PCR で 検 出 し て 確 認 し た 。 キ メ ラ は HHR 型 （ LⅠ ：
ハ カ ラ シ ナ（ H）、LⅡ：ハ カ ラ シ ナ（ H）、LⅢ：‘ ル ビ ー ボ ー ル ’（ R））と 、
HRR 型（ LⅠ：ハ カ ラ シ ナ（ H）、 LⅡ：‘ ル ビ ー ボ ー ル ’（ R）、 LⅢ：‘ ル ビ
ー ボ ー ル ’（ R）） で あ っ た 。   
2． LⅠ は 毛 茸 形 成 と 萼 色 に 、 LⅡ は 鋸 歯 縁 小 葉 の 形 成 、 雄 蕊 の 形 成 お
よ び 花 柄 色 に 関 与 す る こ と が わ か っ た 。ま た 、 CMS は 雄 蕊 の 花 弁 化 に よ
っ て 誘 発 さ れ 、LⅡ が 関 与 す る と 推 定 さ れ た 。HRR 型 キ メ ラ の LⅡ は‘ ル
ビ ー ボ ー ル ’で あ る が 、そ の 雄 蕊 に は HHR 型 キ メ ラ で 示 さ れ た 雄 蕊 の 花
弁 化 と 類 似 し た 形 態 を 示 す も の も あ り 、花 粉 の 量 や 種 子 稔 性 も 低 下 し て
い た 。 よ っ て 、 HRR 型 キ メ ラ で 示 さ れ た 形 態 は LⅠ に 由 来 す る CMS ハ カ
ラ シ ナ 系 統 の 組 織 が‘ ル ビ ー ボ ー ル ’に 由 来 す る LⅡ に 影 響 を 及 ぼ し た
と 解 釈 で き る こ と か ら 、HHR 型 キ メ ラ で は 組 織 間 の 作 用 が 生 じ て い る こ
と が 推 察 さ れ た 。  
3． 接 木 キ メ ラ は 腋 芽 培 養 と 水 耕 栽 培 に よ っ て 増 殖 が で き た 。キ メ ラ
は 見 た 目 や 食 味 に 多 様 化 を も た ら し 、園 芸 上 の 価 値 を 持 つ 新 た な ア ブ ラ
ナ 科 作 物 で あ り 、 特 に ベ ビ ー リ ー フ と し て の 利 用 が 考 え ら れ た 。  
以 上 の よ う に 本 論 文 は 、多 く の 新 し い 知 見 を 有 す る こ と 、論 文 の 内 容 、
構 成 お よ び 公 表 論 文 数 な ど か ら 、本 学 位 論 文 審 査 委 員 会 は 、全 員 一 致 し
て 、本 論 文 が 博 士（ 農 学 ）の 学 位 論 文 と し て 十 分 価 値 の あ る も の と 判 断
し 、 合 格 と 判 定 し た 。  
